
理念 共生福祉社会の実現
目標１ つながり合い、支え合う共生のまちづくり

基本施策１ 地域丸ごとの共生のまちづくり

基本施策２ 日常生活圏域における地域福祉活動の推進

基本施策３ 全市的で多様な地域福祉活動への支援

基本施策４ 共生のまちづくりのための福祉教育
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令和6年度の主な取り組み 令和7年度の主な取り組み

見守りが必要な高齢者や障がいのある人と地域住民（ボランティア等）が交流するなど、
生きがいづくり・仲間づくりの輪を広げる「地域ふれ愛福祉サロン」や、地域住民誰もが
気軽に参加することができる「地域交流カフェ」、多世代間交流の場となる「こども食
堂」、その他ふれあい農園等地域ごとの特色あるつどいの場の運営・活動を支援した。

令和6年度の主な取り組み

伊丹市地域福祉計画（第３次）の進捗状況（令和６年度・令和７年度）

引き続き、伊丹市社会福祉協議会等関係機関と連携し、誰もが気軽に立ち寄ることがで
きる、多様な地域の担い手による居場所づくりの立ち上げ・運営等に対して必要な支援
を行う。

令和6年度の主な取り組み

令和7年度の主な取り組み

「つながり」を基盤にした「支え合いの地域づくり」の進め方をテーマに共生福祉社会
フォーラムを開催し、地域で居場所の運営や見守り活動を行っている人から実際の取り
組みについて報告し、地域づくり活動について参加者に広く啓発した。
児童・生徒のボランティア意識の醸成等を目的としたなつボランティア体験学習を実施
することができた。

引き続き、共生福祉社会フォーラムを実施し、共生福祉社会の実現に向けた地域づくり
活動を啓発する。
こどもを対象としたボランティア講座と地域におけるボランティアや活動をマッチング
し、地域づくりに対する理解を醸成する。

令和7年度の主な取り組み

伊丹市社会福祉協議会や地域包括支援センター等と連携し、地域福祉ネット会議の開催
支援や地区ボランティアセンターの活動支援、コーディネーター研修会の他、他校区の取
り組みや運営方法を共有する地区ボランティアセンター代表者連絡会等を実施した。

引き続き、地域福祉ネット会議や地区ボランティアセンターの活動を支援するとともに、
各地域間における取り組みの情報共有を推進するなど、地域の福祉活動を促進する。
令和7年10月より、ごみ出しが困難な高齢者等を対象として、個別収集と見守りを目的
として「伊丹市高齢者等ごみ出し支援モデル事業」を開始。地域のボランティアや近隣住
民の支え合い等の継続的な支援と市の事業がそれぞれ補完し合う形で支援が展開でき
るよう検証を進めていく。

令和6年度の主な取り組み 令和7年度の主な取り組み

定年退職後の新たな活動を見つけるきっかけづくりを目的とした「地域デビュー応援講
座」や「認知症サポーターステップアップ講座」等のボランティア養成講座、子育て世代の
親の孤立感解消や同じ仲間と知り合う機会づくりを目的とした子育て世代つながり講
座、ボランティア同士の交流や情報交換を目的としたボランティア交流会、ボランティア
活動の活性化等を目指したスマホカフェ等を開催した。
また、若年世代にボランティア活動の楽しさを知ってもらうこと等を目的に、小学校高学
年を対象としたクラブ活動（カフェの企画・運営）を実施した。

多様な担い手を育成し、さまざまな地域福祉活動やボランティア活動への参加を働きか
けるため、ボランティア講座等の開催や、福祉関連の講座・行事等の積極的な周知・啓発
を継続とともに、市民の多様なボランティア活動と地域の福祉課題とのマッチング等に
努める。



目標１　　つながり合い、支え合う共生のまちづくり

基本施策 取り組み 指標
令和元年度
計画策定時

令和５年度 令和６年度 備　考

住民主体の協議の場の充実
地域支援コーディネーター
の配置

― 1名 1名

多様なつどいの場づくりの推進
地域ふれ愛福祉サロン、地
域交流カフェ、こども食堂
等のつどいの場数

151箇所 148箇所 144箇所 サロン107、カフェ19、こども食堂18

地域自治組織などによる地域福祉
活動の促進と支援

住民対象の研修会、住民座
談会等の実施数

9回 11回 8回
延べ参加人数233人
地域福祉講座5団体

地区ボランティア活動を通じた地
域の福祉力の強化

地区ボランティアセンター
登録者数

454人 405人 390人 延べ活動回数1,586件

ボランティア・市民活動センターの
強化

ボランティア・市民活動セン
ターの登録者数

2,058人 2,030人 2,016人

ボランティア調整状況
延べ調整人数3,521人
（内訳：施設2,869人、団体307人、学校207人など）
主な活動内容：
施設・団体(サロン)⇒イベントでの楽器演奏等
学校⇒福祉学習でボッチャの経験等

ボランティア・市民活動センターの
強化

ボランティア・市民活動セン
ターの派遣人数

10,423人 3,186人 3,521人
新型コロナウイルス感染症の影響により施設等での活動が制限され
たため、計画策定時より大きく減少

福祉学習の環境支援・仕組みづく
りの強化

学校・ＰＴＡ等からの相談対
応数

31件 51件 61件

福祉学習の環境支援・仕組みづく
りの強化

子どもを対象としたボラン
ティア体験学習参加者数

11人 18人 9人
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伊丹市地域福祉計画（第３次）～重点的な取り組みにかかる指標～の推移

１．地域丸ごとの
共生のまちづくり

２．日常生活圏域
における地域福祉
活動の推進

３．全市的で多様
な地域福祉活動
への支援

４．共生のまちづ
くりのための福祉
教育



理念 共生福祉社会の実現

目標２ 多様な主体の協働による誰もが活躍できる仕組みづくり

基本施策１ 社会資源の連携と開発

基本施策２ 地域の見守り体制の充実

基本施策３ 災害にも強い日常的な支援体制の構築
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令和6年度の主な取り組み 令和7年度の主な取り組み

生活支援コーディネーターによる地域資源の開発・連携やニーズとのマッチング等によ
り、多様なつどいの場の実施支援や、新たなつどいの場づくりの推進等地域福祉活動を
支援した。
属性をこえた就労支援として、就労支援を行う団体、企業、行政が集い「働きにくさを抱
える人」に対しての理解や効果的な就労支援の方法について検討した。
荒廃住環境改善支援のための体制を整備し、ゴミ屋敷化したために地域から孤立した市
民に対して、堆積物の処分を行うとともに、再度社会とのつながりを持てるよう支援し
た。

市内の市民活動支援組織との連携強化やニーズに沿ったボランティアの養成等を行う
とともに、異業種交流会の実施等、地域課題と向き合う福祉の枠を超えたネットワーク
づくりに取り組む。
引き続き、「働きにくさを抱える人」に対する理解を企業に啓発し、企業において継続し
て働けるような就労支援について検討する。

南海トラフ巨大地震を想定した市総合防災訓練において、要配慮者に対応した安否確認
訓練や福祉避難所開設訓練など、各種訓練を実施した。
「避難行動要支援者支援制度」においては、地域で支援の必要な要支援者情報を自治会
等と共有する共助の取り組みを推進した。

関係団体等と連携し、広い層に対して自助・共助意識を高める防災訓練の実施や、いた
み防災LINEやひょうご防災ネット、FMいたみ等広報媒体を通じた啓発活動を行う。

令和6年度の主な取り組み 令和7年度の主な取り組み

地域住民に加え、さまざまな事業所と連携した高齢者見守り活動のネットワークを構築
するため、「見守りのいろいろなかたち」をテーマに事業所連絡会を開催した。連絡会で
は、高齢者地域見守り協定の協力事業所を対象に、見守り活動のさらなる発展に向け、
実践報告や異業種間の意見交換等を実施した。
また、つどいの場や自治会等において、地域で見守りが必要な方等の情報を意識的に共
有する「ご近所会」の取り組みを推進した。

つどいの場実施団体等（老人会・いきいき百歳体操等）へのご近所会実施の働きかけな
ど、既存のつどい場を中心としたご近所会の取り組みを推進する。また、ご近所安心
ネットワークからの移行として（仮称）つどい場情報交換会を開催する。

令和6年度の主な取り組み 令和7年度の主な取り組み



目標２　多様な主体の協働による誰もが活躍できる仕組みづくり

基本施策 取り組み 指標
令和元年度
計画策定時

令和５年度 令和６年度 備　考

参加支援コーディネーターの配置
参加支援コーディネーター
の配置

― 1名 1名

参加支援コーディネーター対応件
数

― 82件 66件
・個別相談案件（新規・継続含む）
・関係機関やボランティアグループ等との協議、会議回数等

「ご近所安心ネットワーク」事業の
推進

ご近所安心ネットワーク数
（（仮）つどい場情報交換会
等含む）

6カ所 6カ所 6カ所 令和7年度より「(仮称)つどい場情報交換会」に移行予定

「ご近所安心ネットワーク」事業の
推進

ご近所会数 ― 63カ所 78カ所

避難行動要支援者支援制度の推進
避難行動要支援者避難支
援制度同意確認書同意者
数

2,786人 4,556人 4,623人 市が避難支援等関係者へ名簿情報を提供することへの意思確認

避難行動要支援者支援制度の推進
避難行動要支援者名簿提
供の協定締結地区

13地区 18地区 18地区
各小学校地区自治協議会及び伊丹市社会福祉協議会（避難支援等関
係者）に提供
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１．社会資源の連
携と開発

２．地域の見守り
体制の充実

３．災害にも強い
日常的な支援体
制の構築

伊丹市地域福祉計画（第３次）～重点的な取り組みにかかる指標～の推移



理念 共生福祉社会の実現

目標３ 誰もが自分らしく暮らすための体制づくり

基本施策１ 総合相談支援体制の充実

基本施策２

基本施策３ 情報提供体制の充実
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令和6年度の主な取り組み 令和7年度の主な取り組み

「共生福祉社会」の実現に向け、包括的な支援体制整備の具体的な取り組みである「重層
的支援体制整備事業計画」を地域福祉計画（第３次）の追補版として策定し、複雑化・複合
化する支援ニーズに包括的に対応できる多機関協働の相談支援ネットワークを強化し
た。
包括的な支援を行う仕組みとして包括化支援担当者会議を月１回実施し、複合課題を抱
えた事例支援について検討すると共に、地域づくりや社会参加への支援について研修を
行った。

引き続き、包括的な支援体制の整備に向け、相談支援に携わる機関による包括化支援
担当者会議を実施し、複雑・複合的な課題を有する個別事例や地域課題の解決に向けた
検討を継続し、相談支援ネットワークを強化する。

ボランティア活動の活性化を図ることを目的とした「ボランティア活動情報」の月１回の
発行や市内商業施設、郵便局への情報提供、SNS（ブログ・LINE）を活用した情報発信
を行った。
ボランティアグループのつながりづくりやボランティア活動の啓発等のため、いきいきプ
ラザのロビー等を使用して季節行事や各種教室、カフェ等の交流事業を実施した。

地域福祉ネット会議や各地区のボランティアセンターにおける取組、こども食堂や地域
ふれ愛福祉サロン等の多様な地域の居場所に関して、伊丹市社会福祉協議会等関係機
関や関係団体等と連携しながら、更なる情報発信に取り組む。
情報発信の際には、広報伊丹や市ホームページ等により広く市民に周知するとともに、
ＳＮＳ等を活用したタイムリーな情報発信に努める。また、パネル展の実施や周知チラシ
の作成・配架等多様な手法による情報発信を継続して実施していく。
なお、情報提供を行う際には情報提供のバリアフリー化に努める。

令和6年度の主な取り組み 令和7年度の主な取り組み

権利擁護支援体制の強化を計画的に推進するため、地域福祉計画（第３次）の見直しに
併せて、「成年後見制度利用促進基本計画」を策定、本人を中心とした意思決定支援等、
権利擁護支援を推進するための体制を整備した。
「伊丹市権利擁護支援推進委員会(「伊丹市成年後見制度利用促進委員会」から名称変
更）による関係機関との連携強化や、福祉権利擁護センターを中心に専門職や相談支援
機関が連携し、適切な助言や支援を実施した。
経済的理由等から成年後見制度の利用が困難な高齢者・障害者に対し市長申立や申立
費用等補助による支援を実施した。

地域福祉計画（第３次）追補版「伊丹市成年後見制度利用促進基本計画」に基づき、本人
を中心とした意思決定支援の必要性を広く周知するとともに、中核機関である福祉権
利擁護センターを中心に、権利擁護支援体制の強化や関係機関との連携強化等、本市
における権利擁護支援を計画的に推進する。

令和6年度の主な取り組み 令和7年度の主な取り組み

権利擁護支援体制の強化（伊丹市成年後見制度利用促進基本計画）



目標３　誰もが自分らしく暮らすための体制づくり

基本施策 取り組み 指標
令和元年度
計画策定時

令和５年度 令和６年度 備　考

相談支援コーディネーター等と配
置

相談支援コーディネーター
と配置

― 2名 2名
市社協１名
市１名

相談支援包括化ネットワークの構
築

包括化推進ネットワークに
よる包括的支援件数

― 10件 10件

伊丹市福祉権利擁護センターの運
営

福祉権利擁護センター相談
件数

858件 1,025件 1,015件

法定後見制度の利用443件
成年後見制度申立手続きについて374件
日常的な金銭管理・財産管理143件
虐待およびその疑いがあるもの120件
債務整理106件　一般法律相談85件　　　　　※重複有

伊丹市福祉権利擁護センターの運
営

市長申立件数 12件 19件 14件 高齢者12件、障害者2件

情報発信の充実と連携

いきいきプラザ等で実施さ
れるボランティア活動の啓
発事業「たみとものわ」実施
回数

8回 5回 3回

情報発信の充実と連携
ボランティア活動情報発行
部数

4,415部 3,060部 2,498部

R6より月2回から1回発行に変更
SNS(ブログ・LINE)を活用した情報発信を毎月第3金曜日に実施
主な配布先：登録ボランティア、市内スーパー等商業施設、郵便局、高
校など
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1.総合相談支援体
制の充実

２．権利擁護支援
体制の強化

３．情報提供体制
の充実

伊丹市地域福祉計画（第３次）～重点的な取り組みにかかる指標～の推移


